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≪研究・知識普及の概要≫

単層カーホ
゛
ンナノチュープ (SWCNT)は炭素原子の並び方によって、金属的な性質と半導体的な性質を示す。

通常、SWCNTは これ ら電気的性質が異なったものの混合物として合成されるため、合成 した

SWCNTを そのまま使用する場合、用途は限られてしまう。

そして、現在の技術で分離精製をする場合、合成後に SWCNTの混合物を金属型と半導体型へ分

離する方法がとられており、例えば、ゲルカラムを用いる手法や密度勾配超遠心を用いた手法など、

いくつかの分離法が開発されているが、産業応用実現のためには、より安価で大量に分離する方法が

求められている。

本研究では、金属型 SWCNTと半導体型 SWCWを 安価・簡便に分離精製し提供することを目標

とする。

特に金属型 SWCNTは通常の金属と同様に、電気をよく流すタイプのカーボンナノチューブであ

る。優れた導電特性と強度を併せ持つた極細の繊維であることから、2次元のネット状に成膜するこ

とで、極めて薄い膜でも良好な導電性が得られ、液晶ディスプレーの透明導電膜として広く用いられ

ている酸化インジウムスズ (ITO)に置き換わる材料として応用ができる。

また、半導体型 SWCNTは トランジスタや ICの原料であるシリコンやゲルマニウムと類似の導電

特性をもつカーボンナノチューブである。半導体型 SWCNTはナノメー トルサイズの トランジスタ

ヘの応用や、薄膜化してフレキシブルな トランジスタヘの応用ができ、比表面積が大きいことから、

超高感度のセンサーとしての応用にも期待できる。


